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２０１8年
チャンピオン
チーム

中学校女子の部

優勝 優勝

中学校男子の部

優勝

小学生下学年の部

優勝
小学生上学年の部 保育園の部

優勝トロピカル南国チーム ダーク・ユリヤン・レトリーバー

栗木children モリモリチーム

クレヨンしんちゃん

勝
利
を
、
引
き
寄
せ
る
。

今
年
も
、
こ
の
日
が
や
っ
て
き
た
。

み
ん
な
の
想
い
を
、
１
本
の
綱
に
込
め
る
。

ル
ー
ル
は
簡
単
、33・5
ｍ
の
綱
を
引
き
合
う
。

た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
に
、
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
が
抑
え
ら
れ
な
い
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
、
負
け
た
く
な
い
の
だ
ろ
う
。

震
え
る
手
は
、
寒
さ
で
は
な
く
武
者
震
い
な
の
だ
ろ
う
か
。

刹
那
の
静
け
さ
、
そ
の
瞬
間
に
、
引
き
寄
せ
る
。

選
手
宣
誓
は
「
粋
な
男
た
ち
」

応援も後押し
ルール説明で間違い探し。
どこかわかるかな～？

負
け
た
く
な
い
ん
だ
ー
！

互
い
の
健
闘
を
た
た
え
る

第
33
回 
阿
武
町
力
く
ら
べ
綱
引
き
大
会 

２
０
１
8・12・2
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比べるのは、仲間との絆
　阿武町体育センターが竣工した
のを記念し始まった大会も、今年
で33回目。人口約3,300人の阿武町
で、この日大会に参加したのは36
チーム335人。町の10人に１人が参
加したことになる。
　誰もが理解できる単純なルール
とは裏腹に、引き方・かけひきな
ど奥深い競技。単純な力のぶつか
りあいだけではない世界があるこ
とを教えてくれる。地区も年齢も
関係なく、目の前で頑張っている
人を見れば応援したくなる。毎年
１回のこの機会が、まちの絆をよ
り強くする。
　一般男性の部では、「粋な男た
ち」が優勝し念願の王者返り咲
き。各部門で白熱した試合が展開
された。
　体中に感じる、どこか心地良い
筋肉痛も頑張った証。また来年も
この場所で、絆を確かめ合う。

熟年女性の部

優勝 優勝

一般男女混成の部

優勝

一般女性の部

熟年男性の部

優勝優勝

JＡ女性部 ええかね!!引っ張るそよ みどりママチーム 粋な男と女たち

粋な男たち福賀昭和会

一般男性の部

合図とともに、力の限り引く

引っ張れ～！！

力を合わせ、勝利を！

勝利のハイタッチ子ども達も頑張ります

おそろいのユニフォームで挑む引っ張られても踏ん張って

3
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11
月
19
日
に
山
口
県
庁
で
、
平

成
30
年
県
選
奨
式
が
行
わ
れ
、
阿

武
町
選
挙
管
理
委
員
長
の
田
原
肇

さ
ん
（
75
歳
・
新
生
）
が
自
治
功

労
で
、
大
賀
正
枝
さ
ん
（
77
歳
・

尾
無
畑
）
が
社
会
福
祉
功
労
で
そ

れ
ぞ
れ
山
口
選
奨
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
方
自
治
を
は
じ
め

社
会
福
祉
そ
の
他
各
方
面
に
わ
た

り
、
功
労
の
あ
っ
た
方
々
を
毎
年

選
奨
す
る
も
の
で
す
。

　

田
原
さ
ん
は
平
成
18
年
に
阿
武

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
就
任

し
、
お
よ
そ
12
年
の
長
き
に
わ
た

り
選
挙
の
管
理
執
行
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
山
口
県
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
会
長
に

就
任
し
、
平
成
28
年
5
月
か
ら
は

阿
武
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

を
務
め
る
な
ど
、
地
方
自
治
の
伸

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
て
田
原
さ
ん
は
、

「
身
に
余
る
光
栄
で
す
が
、
こ
れ

も
み
な
さ
ん
の
尽
力
の
お
か
げ
。

明
る
く
綺
麗
な
、
か
つ
迅
速
で
正

確
な
選
挙
の
た
め
に
な
お
一
層
の

努
力
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
賀
さ
ん
は
平
成
8
年
に
宇
田

郷
遺
族
会
評
議
員
に
就
任
し
、
以

来
22
年
の
長
き
に
わ
た
り
遺
族
の

福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
山
口
県
遺
族
連
盟
副
会

長
や
日
本
遺
族
会
評
議
員
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
援
護
事
業
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
て
大
賀
さ
ん
は
、

「
当
時
は
東
京
へ
行
っ
た
り
し
て

も
何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
い
て
感
慨

深
い
。
今
思
う
と
、
長
く
年
数
を

重
ね
て
こ
れ
た
な
と
感
じ
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
に
セ
ン
ト
コ
ア
山
口
で
、
平
成
30
年
度
山

口
県
更
生
保
護
功
労
者
顕
彰
式
典
が
行
わ
れ
、
保
護
司

の
西
村
信
教
さ
ん
（
70
歳
・
市
）
が
、
更
生
保
護
功
労

で
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
更
生
保
護
活
動
に
貢
献

し
て
い
る
人
を
毎
年
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

西
村
さ
ん
は
平
成
６
年
12
月
に
保
護
司
に
就
任
し
、

12
期
24
年
の
長
き
に
わ
た
り
罪
を
犯
し
た
人
々
の
改
善

更
生
と
犯
罪
予
防
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
阿

武
町
保
護
司
会
長
や
萩
保
護
区
保
護
司
会
副
会
長
、
山

口
県
保
護
司
会
連
合
会
理
事
を
歴
任
す
る
な
ど
、
保
護

司
の
活
動
に
対
し
て
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
て
西
村
さ

ん
は
、「
あ
り
が
た
く
も

恥
ず
か
し
い
よ
う
な
気
持

ち
で
す
。
町
の
関
係
部
局

と
連
携
し
な
が
ら
、
犯
罪

の
防
止
と
明
る
い
社
会
を

目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
た
い
で
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
県
農
林
水
産
業
関
係

表
彰
・
認
定
式
が
11
月
16
日

に
山
口
県
庁
で
行
わ
れ
、
花

田
ひ
と
み
さ
ん
（
野
柳
）
と

木
原
久
美
子
さ
ん
（
金
社
）

が
山
口
県
農
家
生
活
改
善
士

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
優
れ
た
営
農
な

ら
び
に
農
家
生
活
を
実
践

し
、
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り

の
推
進
役
と
し
て
情
熱
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
農

家
女
性
を
認
定
す
る
も
の
で

す
。

山口県農家生活改善士に認定
花田ひとみさん（野柳）木原久美子さん（金社）

花
田
ひ
と
み
さ
ん

木
原
久
美
子
さ
ん

田
原
肇
さ
ん
が
自
治
功
労
で

大
賀
正
枝
さ
ん
が
社
会
福
祉
功
労
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県
選
奨

県選奨を受賞された
田原さん（左）と大賀さん（右）

西村信教さんが
更生保護功労で
法務大臣表彰

受
賞
さ
れ
た
西
村
さ
ん



11
月
4
日　

宇
部
市
武
道
館

【
小
学
校
4
年
男
子
の
部
】

★
準
優
勝　

上
田
怜
央
（
東
方
）

11
月
11
日　

光
市
ス
ポ
ー
ツ
館

【
小
学
校
低
学
年
男
子
の
部
】

★
第
３
位　

Ａ
Ｂ
Ｕ
柔
道
ク
ラ
ブ

【
小
学
校
2
年
男
子
の
部
】

★
優
勝　

宮
﨑
祐
晴
（
水
ヶ
迫
）

12
月
2
日　

益
田
市
民
体
育
館

【
小
学
校
団
体
の
部
】

★
優
勝　

Ａ
Ｂ
Ｕ
柔
道
ク
ラ
ブ

【
小
学
校
中
学
年
男
子　

軽
量
の

部
】

★
優
勝　

上
田
怜
央
（
東
方
）

【
小
学
校
高
学
年
男
子　

軽
量
の

部
】

★
優
勝　

上
田
陽
葵
（
東
方
）

表
彰
席

第
39
回
阿
知
須
近
郷

　
　
　

少
年
柔
道
大
会

第
40
回
光
市
近
郷

　
　
　

少
年
柔
道
大
会

第
64
回
益
田
市
柔
道
大
会

11
月
11
日　

田
万
川
体
育
館
ほ
か

★
優
勝　

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

12
月
2
日　

む
つ
み
中
学
校

★
第
３
位　

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団★
阿
武
町
教
育
長
賞

　

梅
地
大
海
（
寺
東
）

　

斎
藤　

連
（
東
方
）

★
山
口
県
造
形
教
育
研
究
会
会
長

賞　

山
本
真
護
（
宇
生
賀
中
央
）

★
推
奨　

古
谷
航
暉
（
野
柳
）

第
43
回
田
万
川
ス
ポ
ー
ツ

　

少
年
団
山
陰
大
会

　
　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

第
37
回
萩
市
ス
ポ
ー
ツ

　

少
年
団
秋
季
新
人

　

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

萩
阿
武
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

第
59
回
児
童
画

　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル

　

阿
武
町
民
生
委
員
の
田
原 

肇

さ
ん
（
新
生
）
と
小
野
百
合
子

さ
ん
（
河
内
）
が
永
年
勤
続
民

生
委
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

田
原
さ
ん
と
小
野
さ
ん
は
平

成
19
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

10
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
民
生

委
員
と
し
て
活
動
し
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
貢
献
。
こ
の
た
び

の
受
賞
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
に
対

し
田
原
さ
ん
は
、

「
民
生
委
員
と
し
て

大
事
な
こ
と
は
、
い

か
に
し
て
地
域
の
情

報
を
掴
む
か
。
幸
い

な
こ
と
に
、
関
係
機

関
は
も
ち
ろ
ん
地
域

の
方
々
も
良
く
し
て

く
れ
て
情
報
を
早
く

得
る
こ
と
が
で
き
、

地
域
に
還
元
で
き
た

と
思
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
、
小
野
さ
ん
は

「
10
年
あ
っ
と
い
う

間
に
経
っ
た
。
自
分

で
も
一
生
懸
命
勉
強
し
た
が
、

地
域
の
方
に
教
え
て
も
ら
う
こ

と
が
多
く
助
け
て
も
ら
っ
た
。

会
長
達
に
も
引
っ
張
っ
て
も
ら

い
、
ま
た
、
行
政
の
協
力
で
い

ろ
ん
な
研
修
に
行
か
せ
て
も
ら

え
た
こ
と
も
励
み
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

田
原 

肇
さ
ん
、
小
野
百
合
子
さ
ん
が

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長
表
彰
を
受
賞

受賞された田原さん受賞された小野さん

（
敬
称
略
）

れ　
　

お

れ　
　

お

は
る　

き

ゆ
う
せ
い

だ
い
か
い

れ
ん

し
ん　

ご

こ
う　
き

それぞれの部門で
優勝した上田兄弟

山本くんの作品
「ぼくはパパの一番弟子！！
お祭りで神楽の『恵比寿』
を一緒にしたよ。」
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打
て
ば
響
く

町長
コラム

鳴
き
砂

　

奈
古
地
区
木
与
の
「
清
ケ
浜
」

は
鳴
き
砂
の
浜
で
す
。

　
「
鳴
き
砂
」
は
「
鳴
り
砂
」
と

も
い
い
、
全
国
に
分
布
し
て
い
ま

す
が
、
あ
る
程
度
の
音
を
発
す
る

浜
は
国
内
で
30
カ
所
程
度
と
い
わ

れ
、「
清
ケ
浜
」
も
そ
の
中
に
入
っ

て
い
ま
す
。

　

島
根
県
仁
摩
町
（
現
大
田
市
）

に
あ
る
「
仁
摩
サ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
は
、
一
年
計
砂
時
計
で
有

名
で
す
が
、
全
国
の
鳴
き
砂
の
サ

ン
プ
ル
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
も

ち
ろ
ん
「
清
ケ
浜
」
の
鳴
き
砂
も

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳴
き
砂
は
、
花
崗
岩
質
の
海
岸

の
砂
浜
に
分
布
し
、
踏
む
と
石
英

質
の
砂
が
擦
れ
て
音
を
出
す
訳
で

す
が
、
大
事
な
こ
と
は
、
砂
が
角

張
っ
て
な
く
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
よ

う
に
丸
っ
ぽ
い
こ
と
、
そ
し
て
砂

の
表
面
に
油
分
や
不
純
物
が
付
着

し
て
な
く
、
テ
レ
ビ
で
よ
く
、
綺

麗
な
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
指
で
擦
っ

て
音
楽
を
奏
で
る
場
面
が
あ
り
ま

す
が
、そ
の
よ
う
な
仕
組
み
で
す
。

　

清
ケ
浜
で
は
、
毎
月
の
最
終
日

曜
日
の
午
前
９
時
頃
か
ら
約
１
時

間
程
度
、「
鳴
き
砂
復
活
隊
」
が
漂

着
ゴ
ミ
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。

私
も
、
町
長
に
な
る
前
は
、
隊
の

創
設
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

よ
く
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
、
土
日
も
祝
日
も
行
事

が
多
く
参
加
で
き
な
い
の
が
残
念

で
す
。

か　

こ
う
が
ん
し
つ

せ
き　
え
い

し
つ

民生委員制度
100周年マーク



Abu 100 Dreams
代表 茂刈達美さん
（尾無畑）
　４年ぶりの開催で
すが、その間はまる
で充電期間のようで
した。それほどの盛り上がりで、
余韻を楽しんでいます。町の元気
にもつながったかなと思います。

6

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
フ
ァ
ン
総
勢
70

人
は
２
時
間
に
わ
た
り
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。

　

阿
武
町
で
10
年
続
い
た
コ
ン

コ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
。
残
念
な
が
ら
２
０
１
４
年

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、
多
く
の

フ
ァ
ン
の
声
に
応
え
て
、
阿
武
町

の
有
志
や
萩
市
内
の
喫
茶
店
主
ら

が
中
心
に
な
っ
て
結
成
し
た

〝A
bu 100 D

reams

〞（
代
表
：
茂

刈
達
美
さ
ん
）
の
主
催
で
見
事
復

活
し
、
11
月
17
日
町
民
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
で
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
前
回
大
好
評

だ
っ
た
日
本
屈
指
の
ジ
ャ
ズ
コ
ー

ラ
ス
〝
ブ
リ
ー
ズ
〞
で
幕
開
け
。

確
か
な
歌
唱
力
で
、
楽
し
く
も

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
を

披
露
。
そ
し
て
ベ
ー
シ
ス
ト
の

ニ
ッ
キ
・
パ
ロ
ッ
ト
と
サ
ッ
ク
ス

奏
者
ハ
リ
ー
・
ア
レ
ン
に
、
二
人

交流会スタートの乾杯出演者と交流会参加者による記念写真

最高の演奏を披露したメンバー達

が
最
も
信
頼
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ

と
、
ギ
タ
リ
ス
ト
の
ヤ
コ
ブ
・

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
を
加
え
た
オ
ー
ル

ス
タ
ー
カ
ル
テ
ッ
ト
が
登
場
。

ジ
ャ
ズ
な
ら
で
は
の
即
興
バ
ト
ル

や
、
〝
唄
う
ベ
ー
シ
ス
ト
〞
と
も

呼
ば
れ
る
ニ
ッ
キ
の
艶
や
か
で
甘

い
歌
声
に
、
観
客
は
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
ド
ラ
ム
の
名
手
ア
キ

ラ
・
タ
ナ
も
加
わ
り
、
ジ
ャ
ズ
の

歴
史
に
残
る
名
曲
を
響
か
せ
ま
し

た
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
日
本
の

名
曲
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星

を
」
も
披
露
さ
れ
、
し
っ
と
り
美

し
く
、
か
つ
心
弾
む
音
色
と
歌
声

に
対
し
拍
手
喝
采
の
中
、
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
恒
例

の
「
フ
ァ
ン
と
の
交
流
の
集
い
」

が
多
目
的
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
、

阿武町のジャズが待望の復活！
コンコード・ジャズ・フェスティバル

イン・ジャパン2018
ハ
リ
ー・ア
レ
ン

（
サ
ッ
ク
ス
）

ハ
リ
ー・ア
レ
ン

（
サ
ッ
ク
ス
）

ニ
ッ
キ・パ
ロ
ッ
ト

（
ベ
ー
ス
＆
ボ
ー
カ
ル
）

ニ
ッ
キ・パ
ロ
ッ
ト

（
ベ
ー
ス
＆
ボ
ー
カ
ル
）

ヤ
コ
ブ・フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

（
ギ
タ
ー
）

ヤ
コ
ブ・フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

（
ギ
タ
ー
）

ブリーズ（ジャズボーカルグループ）ブリーズ（ジャズボーカルグループ）

ジョン・ディ・
マルティーノ
（ピアノ）

ジョン・ディ・
マルティーノ
（ピアノ）

アキラ・タナ
（ドラム）

アキラ・タナ
（ドラム）
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「
愛
と
恩
」

　

自
分
が
さ
れ
た
こ
と
を
返
す

　

平
成
と
い
う
時
代
の
変
わ
り
目

に
生
き
て
い
る
子
ど
も
達
は
、
次

代
を
担
う
た
め
に
生
ま
れ
て
き

た
。
そ
の
た
め
に
両
親
が
出
会

い
、
さ
ら
に
は
彼
ら
を
育
て
た
祖

父
母
の
存
在
が
と
て
も
大
き
い
。

　

だ
か
ら
、
祖
父
母
に
た
く
さ
ん

会
っ
て
、
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
教

え
て
も
ら
い
な
さ
い
。
肩
を
叩
か

れ
て
、
背
中
を
押
さ
れ
、
尻
を
叩

か
れ
る
こ
と
が
「
手
当
て
・
手
伝

い
・
手
助
け
」
で
あ
る
。
そ
し

て
、
手
や
足
を
さ
す
る
な
ど
、
そ

れ
ら
を
返
す
こ
と
（
恩
返
し
）
が

大
事
。

「
言
葉
」　

全
力
の
出
し
方

　
〝
い
ま
さ
ら
〞
で
は
な
く
、〝
今

か
ら
、
今
日
か
ら
、
こ
こ
か
ら
〞。

何
事
で
も
始
め
る
の
に
遅
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の

日
そ
の
時
に
で
き
る
全
力
で
挑
む

こ
と
。
中
途
半
端
に
や
る
と
、
大

人
に
な
っ
た
時
に
全
力
の
出
し
方

を
忘
れ
て
し
ま
う
。
失
敗
や
間
違

い
を
恐
れ
ず
、
そ
れ
を
訂
正
し
て

未
来
を
作
る
。
そ
し
て
、
思
っ
た

こ
と
は
言
葉
に
出
す
。

　

平
成
30
年
度
阿
武
町
「
人
権
」

を
考
え
る
集
い
推
進
大
会
が
12
月

１
日（
土
）、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
お
よ
そ
５

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、「
人
権
の
花
運

動
」
と
「
い
じ
め
防
止
・
根
絶
強

調
月
間
」
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状

と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
お
笑
い
芸
人
ゴ
ル
ゴ

松
本
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
「
命

の
授
業
」
が
行
わ
れ
、
漢
字
の
話

や
歴
史
の
話
な
ど
笑
い
を
交
え
な

が
ら
魂
の
こ
も
っ
た
ア
ツ
い
講
演

を
さ
れ
ま
し
た
。

「
命
」　

未
来
に
運
び
、繋
げ
る

　

生
き
る
と
い
う
こ
と
は
何
か
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
。
し
か
し
、
運
び
方
次
第
で
は

ど
う
に
で
も
な
る
。
つ
ま
り
、
運

命
は
ど
う
に
で
も
な
る
。
そ
の
た

め
に
は
準
備
・
用
意
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
（
努
力
）
が
必
要
。
自

分
が
い
る
と
こ
ろ
で
一
生
懸
命
、

つ
ま
り
心
を
懸
け
て
、
そ
の
命
を

未
来
に
繋
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
標
語
（
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
）

☆
最
優
秀
賞　

　

金
﨑　

美
由
（
阿
武
小
２
年
）

　

つ
な
ご
う
ね　

な
か
よ
し
の
わ
を　

え
が
お
で
ね

　

吉
村　

春
奈
（
阿
武
中
２
年
）

　

あ
な
た
の
ね　

小
さ
な
勇
気
が　

あ
の
子
を
す
く
う

☆
優
秀
賞

　

梅
田　

凜
花
（
阿
武
小
４
年
）

　

考
え
て　

や
っ
て
い
い
こ
と　

わ
る
い
こ
と

　

藤
原　

紬　

（
福
賀
小
６
年
）

　

い
じ
め
ゼ
ロ　

人
の
気
持
ち
を　

分
か
ち
合
う

　

高
井　

小
波
（
阿
武
中
２
年
）

　
「
関
係
な
い　

自
分
は
ち
が
う
」は　

間
違
い
で
す

　

増
田　

喜
伽
（
阿
武
中
３
年
）

　

そ
の
辛
さ　

あ
な
た
は
知
ら
な
い　

一
生
の
き
ず

◎
ポ
ス
タ
ー
（
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
）

☆
最
優
秀
賞　

　

内
村　

時
雨

　
（
阿
武
小
１
年
）

　

石
川　

朋
佳

　
（
阿
武
中
１
年
）

☆
優
秀
賞　

 

　

河
野　

雄
輝

　
（
阿
武
小
１
年
）

　

水
津　

吉
櫻

　
（
阿
武
小
４
年
）

　

松
本　

彩
里

　
（
阿
武
中
１
年
）

　

中
村　

桃
花

　
（
阿
武
中
２
年
）

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

　
　
　

石
川
朋
佳
さ
ん

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

　
　
　

内
村
時
雨
く
ん

平成30年度「いじめ防止・根絶強調月間」（敬称略）
か
ね　
さ
き　
　
　
　

み　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　

は
る　

な

　
　
　
　
　
　
　
　

り
ん　

か

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
む
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　

な
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し　

ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

と
も　

か

か
わ　

の　
　
　
　

ゆ
う　

き

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
し　

の

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
や　

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　

か

出
張
！
ゴ
ル
ゴ
塾
「
命
の
授
業
」

12
月
１
日　

阿
武
町
「
人
権
」
を
考
え
る
集
い
推
進
大
会　

記
念
講
演

魂のこもった講演魂のこもった講演

こ
と
の
は

　お笑いコンビTIMとしてテレ
ビ・ラジオで活躍する傍ら、
2011年から少年院でボランティ
ア講演の活動をスタート。漢字
の話、歴史の話などを交えなが
ら、「命・言葉・人生・日本人」
をテーマに魂のこもったアツい
授業を展開している。

ゴルゴ松本 氏（ワタナベエンターテインメント所属）
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21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究
所
（
通
称
：
ラ

ボ
）
の
27
回
目
の
全
体
会
が
11
月
17
日
、
阿

武
町
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ーshiB

ano

（
し

ば
の
）で
行
わ
れ
、
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
やshiB

ano

で
の
取
組
の
情
報
共
有
、「
薪
生
活
入
門
講

座
」
も
開
催
さ
れ
、
町
内
に
多
く
あ
る
木
資

源
を
薪
と
し
て
活
用
す
る
方
法
を
学
び
ま
し

た
。
普
段
薪
を
使
う
こ
と
の
な
い
参
加
者
が

多
く
、shiB

ano

に
設
置
し
た
薪
ス
ト
ー
ブ

の
火
入
れ
や
薪
割
り
体
験
は
非
常
に
新
鮮
に

感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、shiB

ano

の
裏
庭
を
空
き
家

の
廃
材
を
利
用
し
て
垣
根
づ
く
り
を
行

う
な
ど
、
利
用
者
の
集
い
の
場
と
な
る

庭
を
目
指
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　日本各地で、山主や若者による森林資源活用が活発化しています。山に路
ができ整備することで、森林資源活用はもちろん、災害に強くなり、海も豊
かに、そして獣害対策にもなります。
■主　催：合同会社やもり（運営：匹見・縄文之森協議会　後援：阿武町）
■開催日：平成３１年１月19日（土）、20日（日）（強雨の場合、翌週順延予定）
■内　容：シリーズ１回目『自伐型林業勉強会＆路づくり理論と路網設計』
　①「女性でもできる自伐型林業」②「山に優しい壊れない作業路づくり」
　１9日   8:30～ 受付　
   9:00～12:00 自伐型林業勉強会
 13:30～15:30 現場での踏査、自伐的路網設計
　20日   8:30～15:30 作業路開設作業見学、実作業と説明
■講　師：匹見・縄文之森協議会会長　高濱 徹
　　　　　合同会社やもり代表　田口 壽洋〈島根県津和野町〉
■参加費：無料 ■持参物：現場へ行く方はヘルメット、手袋、長靴など
■定　員：50人程度 ■場　所：阿武町町民センター（※現場は奈古地区筒尾集落）　　
■申込締切：平成31年１月15日（火）までに電話にて、役場経済課農林係　藤村（☎08388-2-3114）まで

講習会のお知らせ
～自伐型林業的壊れない路づくり～

みち

２１世紀の暮らし方研究所　通信
～木資源の活用について考える～

廃材を利用して垣根づくり 親子で薪割りに挑戦！

　　　 1月19日（土）  
場所：阿武町暮らし支援センターshiBano
（旧奈古薬局：阿武町大字奈古2700番地１）
内容：近日公開
★今年度のラボは全体会として、奇数月
　の第３土曜日に開催予定　3/16
◆問い合わせ　21世紀の暮らし方研究所
　事務局（役場まちづくり推進課）☎２－３１１１

次回のラボ全体会のご案内
13:30～16:30

●テーマ　「家の将来について考えよう！第三弾！」
　　　　　～阿武町の空き家活用例から学ぶ～
●講師　（一社）山口県古民家再生協会 代表理事 正代三友 氏
　家のことでお困りの方、空き家の利活用法について知り
たい方などぜひご参加ください。
●日時　１月１２日（土）１３：３０～（セミナー）
　　　　　　　　　　１５：００～16:30（相談会）
●場所　阿武町暮らし支援センターshiBano
　　　　（阿武町奈古2700-1）
◆問い合わせ　阿武町暮らし支援センターshiBano
☎２－３３８８、 または役場まちづくり推進課　☎２－３１１１

阿武町暮らし支援センター
す　み
クラス 「空き家セミナー＆

　　なんでも相談会」開催！
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11
月
18
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
消
防
団

協
力
隊
講
習
会
が
行
わ
れ
、
お
よ
そ
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
日
本
防
災
士
会
の
方
の
指
導

の
も
と
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
行
い
、

「
ま
ず
低
く
・
頭
を
守
り
・
動
か
な
い
」
の
、

地
震
の
揺
れ
か
ら
身
を
守
る
安
全
確
保
行
動

を
参
加
者
が
指
示
も
な

く
行
っ
た
こ
と
に
は
、

指
導
さ
れ
た
方
も
驚
き

感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
萩
市
消
防
本
部
の
方
か
ら

屋
外
消
火
栓
を
使
用
し
て
の
消
火
活

動
に
つ
い
て
、
安
全
管
理
と
実
技
指

導
を
受
け
、
最
後
は
各
分
隊
に
分
か

れ
て
消
火
訓
練
を
行
い
、
地
域
消
防

力
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

山・海・里Ａｂｕ ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題
あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場まちづくり推進課広報統計係（☎2̶3111）
E-mail : machisui@town.abu.lg.jp

　

若
者
が
健
康
的
な
食
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
料
理

の
楽
し
さ
と
バ
ラ
ン
ス
の

大
切
さ
を
学
ぶ
〝
ス
マ
イ

ル
キ
ッ
チ
ン
・
お
い
し
い

ス
ク
ー
ル
〞
が
11
月
30
日

（
金
）に
、
町
民
セ
ン
タ
ー

調
理
室
で
開
催
さ
れ
、
町

内
外
の
若
者
お
よ
そ
20
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
献
立
は
、〝
チ
ー
ズ
タ
ッ
カ
ル
ビ
〞や〝
ミ

ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
ど
ら
焼
き
〞
な
ど
全
４
種
類
。
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
か
ら
の
説
明
を
受
け
食
と
健
康
、
減

塩
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ
と
、
調
理
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。
時
間
を
か
け
た
分
お
い
し
く
な
っ
た
料

理
を
み
ん
な
で
し
っ
か
り
味
わ
い
、
健
康
的
な
自

炊
へ
の
意
識
も
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

美味しそうなチーズタッカルビ美味しそうなチーズタッカルビ

　

11
月
10
日（
土
）に
、
長
門
北
部
郵
便
局
長
会
の
萩
中
部
部

会
局
長
及
び
局
長
夫
人
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
行
わ
れ
る
清
掃
作
業
で
す
が
、
今
回

は
道
の
駅
阿
武
町
裏
の
海
岸
で
実
施
。
漁
具
や
ポ
リ
タ
ン
ク

を
は
じ
め
、
ビ
ン
な
ど
の
漂
着
ゴ
ミ
を
収
集
し
、
そ
の
量
は

軽
ト
ラ
ッ
ク
３
台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

郵
便
局
で
は
今
後
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
地
域
と
の
信
頼
関

係
を
も
と
と
し
、
地
域
の
方
と
心

を
合
わ
せ
、
奉
仕
の
精
神
で
地
域

へ
貢
献
で
き
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

恒
例
の
ル
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ
が
11
月
10
・
11
日
に
、
国
道

３
１
５
号
沿
い
の
福
の
里
直
売
所
で
行
わ
れ
、
お
よ
そ
４
０

０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
採
れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
を
は
じ

め
、
様
々
な
食
材
が
店
頭
に
並
び
、
手
打
ち
そ
ば
な
ど
の
バ

ザ
ー
や
す
ぼ
柿
作
り
体
験
も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

名
物
の
も
ち
ま
き
で
は
、

今
年
も
ダ
ン
プ
２
台
か
ら
、

２
日
で
〝
４
俵
〞
も
の
量
が

ま
か
れ
参
加
者
に
は
大
盛
況

で
し
た
。
最
後
に
、
福
の
里

で
買
い
物
を
さ
れ
た
方
を
対

象
に
、
魚
の
福
引
き
が
行
わ

れ
、
両
日
と
も
大
い
に
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
に
阿
武
小
中
学
校
で
「
夢
の
先

生
教
室
」（
ユ
メ
セ
ン
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

し
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
自
由
形
リ
レ
ー
で
8
位
入
賞
さ
れ
た
競
泳

選
手
の
松
本
弥
生
さ
ん
。
今
回
は
午
前
中
に

中
学
生
を
、
午
後
に
小
学
生
を
対
象
に
行
い

ま
し
た
。

　

前
半
で
は
、
体
育
館
で
児
童
と
講
師
が

チ
ー
ム
に
な
り
、
同
行
ス
タ
ッ
フ
（
元
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
選
手
）
を
相
手
に
鬼
ご
っ
こ
な
ど

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
勝
つ
条
件
と
そ
の
た
め
に
は
何
が

必
要
な
の
か
を
み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
や
、

仲
間
と
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
、
児
童

に
伝
え
ま
し
た
。

　

後
半
は
教
室
に
戻
り
、
松
本
さ
ん
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る
ま
で
の
努
力
や
苦
し
ん
だ
時
の
気
持
ち
を
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
〝
出
た
い
な
ぁ
〞
で
は

な
く
、〝
出
る
〞
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
」「
落
ち

込
ん
だ
時
に
は
、
周
り
に
た
く
さ
ん
頼
っ
て
ほ
し
い
」「
２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
絶
対
出
る
か
ら
、
テ
レ
ビ

で
私
を
見
つ
け
て
、
夢
を
叶
え
る
た
め
に
頑
張
る
気
持
ち
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
児
童

に
伝
え
ま
し
た
。

体育館でチームワークゲーム体育館でチームワークゲーム

「強い気持ちと、周りに頼ること」
ＪＦＡこころのプロジェクト

阿武小中学校で夢の先生教室

「強い気持ちと、周りに頼ること」
ＪＦＡこころのプロジェクト

阿武小中学校で夢の先生教室

熱い想いを児童に伝える熱い想いを児童に伝える

家にあるものでいろいろアレンジ
スマイルキッチン・おいしいスクール

家にあるものでいろいろアレンジ
スマイルキッチン・おいしいスクール

地
元
の
新
鮮
食
材
が
盛
り
だ
く
さ
ん

　
　

  

福
の
里
直
売
所
で
ル
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ

地
元
の
新
鮮
食
材
が
盛
り
だ
く
さ
ん

　
　

  

福
の
里
直
売
所
で
ル
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タすぼ柿作り体験の様子すぼ柿作り体験の様子

一斉にシェイクアウト訓練一斉にシェイクアウト訓練

安全確保と消防力
向上の両立を目指して
消防団協力隊講習会

安全確保と消防力
向上の両立を目指して
消防団協力隊講習会

培
っ
て
き
た
地
域
と
の

　
　
　

信
頼
関
係
を
こ
れ
か
ら
も

郵
便
局
萩
中
部
部
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

培
っ
て
き
た
地
域
と
の

　
　
　

信
頼
関
係
を
こ
れ
か
ら
も

郵
便
局
萩
中
部
部
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

道の駅裏海岸での
清掃作業
道の駅裏海岸での
清掃作業
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　　学校教育目標
「未来に向かって挑戦し続けつなが
りを大切にする阿武町っ子の育成」
　　チャレンジ目標
○進んで明るい挨拶・返事をする
○心を込めて無言清掃をする
○心を磨く読書をする
　　めざす生徒像
○ふるさとを愛し、誇りに思い、自信をもって語れる生徒
○志をもち、意欲的に学び、挑戦し続ける生徒
○おもいやりをもち、つながりを大切にする生徒

　この他にも今年度は教育委員会を通じて中学生ボランティア活動として地域行事のお手伝いもさせていただい
ています。地域の中に飛び出して、地域の方々を招いて、積極的に活動しながら成長し続ける阿武中生徒にご注
目ください。

教育のひろば

  今年度の阿武中学校生徒の活動の様子
4月 福賀こいのぼり立て❶
5月 3年生修学旅行❷
6月 清ｹ浜清掃❸
7月 イカダ大会参加❹
 1年生ひだまりの里訪問❺
 2年生乳幼児ふれあい教室❻
8月 2年職場体験❼
 サマースクール❽
9月 運動会❾
10月 文化祭10
11月 夢先生教室11

1 2

3

4

7

8

911

10 5

6



―
〝
文
人
〞
か
ら
〝
侍
〞
へ
―

　

そ
の
後
も
情
勢
は
め
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
、
長
州
藩
は
京
都
か
ら

追
放
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
奈
古

に
い
る
家
族
や
仲
間
達
は
梁
蔵
を

心
配
し
て
、
早
く
帰
っ
て
く
る
よ

う
に
手
紙
を
出
し
ま
す
が
、
梁
蔵

は
京
都
に
と
ど
ま
り
活
動
を
続
け

ま
す
。
そ
し
て
再
び
江
戸
に
向
か

い
ま
し
た
。（
二
回
目
）
苦
境
に
立

つ
長
州
藩
の
た
め
に
、
江
戸
に
い

る
徳
山
藩
主
に
「
力
を
貸
し
て
欲

し
い
」
と
お
願
い
に
行
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
年
の
暮
れ
に
江
戸
か
ら
奈

古
に
戻
っ
た
梁
蔵
は
、
翌
年
一

月
、
徳
山
藩
か
ら
そ
の
働
き
を
認

め
ら
れ
、
褒
美
を
受
け
、
さ
ら
に

は
「
こ
れ
か
ら
も
藩
の
た
め
に
働

い
て
欲
し
い
」
と
藩
に
雇
わ
れ
ま

し
た
。（
三
十
歳
）
こ
れ
ま
で
の
彼

の
行
動
は
、
誰
か
ら
の
命
令
で
も

な
く
、
自
ら
の
意
思
に
よ
る
も
の

な
の
で
す
か
ら
驚
き
で
す
。

　

休
む
間
も
な
く
梁
蔵
は
再
び
上

京
し
、
今
度
は
藩
か
ら
江
戸
行
き

を
命
じ
ら
れ
ま
す
。（
三
回
目
）
こ

れ
ま
で
二
度
に
わ
た
っ
て
江
戸
に

行
っ
て
い
る
梁
蔵
は
、
こ
れ
か
ら

仕
掛
け
よ
う
と
し
て
い
た
作
戦
に

役
立
つ
と
判
断
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
徳
山
藩
の
目
指
し

た
こ
の
作
戦
は
、
奇
し
く
も
江
戸

行
き
を
命
じ
ら
れ
た
六
月
五
日
の

夜
、
京
都
で
新
撰
組
が
旅
籠
池
田

屋
で
攘
夷
派
の
志
士
た
ち
を
襲
う

「
池
田
屋
事
件
」
が
起
こ
り
実
行

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
し
て
、
長
州
藩
は
怒
り
、
戦

い
、
敗
れ
ま
す
。
徳
山
藩
も
屋
敷

を
奪
わ
れ
、
中
に
い
た
人
々
は
囚

わ
れ
ま
し
た
。
梁
蔵
も
、
江
戸
で

一
年
九
か
月
の
囚
わ
れ
生
活
を
送

り
ま
す
。
そ
の
間
も
、
幕
府
と
長

州
の
戦
い
は
続
き
ま
す
が
、
梁
蔵

は
一
八
六
六
年
（
三
十
三
歳
）
六

月
に
解
放
さ
れ
、
徳
山
に
帰
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
長
州
藩

が
事
実
上
の
勝
利
を
お
さ
め
ま
し

た
。
帰
っ
て
き
た
梁
蔵
に
対
し
て

徳
山
藩
は
褒
美
を
与
え
、「
侍
」

と
し
て
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
家
業

を
弟
に
譲
り
、
文
人
生
活
を
目
指

し
た
梁
蔵
に
と
っ
て
は
、
実
に
思

い
も
よ
ら
な
い
展
開
と
な
っ
た
の

で
し
た
。

―
実
務
家
―

　
　
　

大
井
川
の
堤
防
工
事
も

　　

侍
と
な
っ
た
梁
蔵
は
、
大
井
川

の
堤
防
補
修
工
事
や
、
徳
山
藩
の

萩
屋
敷
を
山
口
に
移
築
す
る
と
い

う
大
き
な
仕
事
を
任
さ
れ
、
い
ず

れ
も
問
題
無
く
成
功
さ
せ
実
務
能

力
の
高
さ
も
示
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
八
六
七
年
（
三
十

四
歳
）
ま
た
も
江

戸
行
き
を
命
じ
ら

れ
ま
し
た
。（
四
回

目
）
今
回
の
任
務

は
、
徳
山
藩
の
墓

な
ど
の
修
復
と
、

長
州
藩
の
た
め
に

犠
牲
に
な
っ
た
と

も
い
え
る
館
林
藩

の
前
藩
主
に
「
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。」
と
頭

を
下
げ
に
行
く
、

と
い
う
も
の
で

す
。
二
度
目
の
江

戸
行
き
の
際
に

「
力
を
か
し
て
欲

し
い
」
と
お
願
い

し
た
徳
山
藩
主
の

息
子
に
あ
た
る
人

物
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
任
務

を
無
事
果
た
し
、

戻
っ
た
梁
蔵
は
さ

ら
に
位
を
上
げ
ま

し
た
。

（
次
号
へ
続
く
）

（
第
①
回
か
ら
続
く
）

前
回
の
あ
ら
す
じ

　

代
々
、
役
人
に
仕
え
て
い
た
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
池
田
梁

蔵
。
幼
い
頃
か
ら
勉
学
に
熱
心
で
、
京
都
へ
行
き
儒
学
や
書
画
も
深

く
学
ん
だ
。
二
十
三
歳
に
な
っ
た
梁
蔵
は
、
奈
古
に
戻
り
、
親
の
仕

事
を
継
い
で
勘
場
（
現
在
の
役
場
の
よ
う
な
所
）
で
働
く
。
し
か

し
、
吉
田
松
陰
の
処
刑
な
ど
激
動
の
中
で
、
幕
府
に
対
す
る
怒
り
は

つ
の
り
、
外
国
勢
力
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
「
攘
夷
運
動
」
に
参
加

す
る
た
め
、
江
戸
へ
京
都
へ
奔
走
す
る
。

阿
武
町
の
幕
末
の
『
志
士
』　

３
回
シ
リ
ー
ズ
第
②
回

り
ょ
う　

ぞ
う

り
ょ
う

ぞ
う

池田梁蔵が
江戸屋敷にいたと
いう事が分かる名簿

池田梁蔵が
江戸屋敷にいたと
いう事が分かる名簿

特定
（産業別）
最低賃金

効力発生の日

パート、アルバイト等を含め、すべ
ての労働者に最低賃金以上の賃金が
支払われなければいけません。　

最低賃金（１時間）業　　　　　　　　種

H30.１２.１５

939円
８65円
909円
822円
802円

鉄鋼業、非鉄金属製造業
電気機械器具製造業
輸送用機械器具製造業
百貨店、総合スーパー

H30.１０. 1山 口 県 最 低 賃 金

山口県特定（産業別）
最低賃金が改正されました
～必ずチェック最低賃金！
　　使用者も、労働者も～

●問い合わせ　山口労働局労働基準部賃金室　☎083-995-0372

11
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このほかにも、町内各所でイルミネーションが灯っています。温もりのある灯りを
探してみてはいかがでしょう？（写真掲載できなかったみなさんごめんなさい）

冬の花火が50発！

オープニングイベント
１２月8日
道の駅阿武町

オープニングイベント
１２月8日
道の駅阿武町

　人の心を温かくしてくれるイルミ
ネーションを広め、明るく安全で夢
のある街の風景を作り出そうと、町
内の事業所、個人が道の駅や各事業
所、家庭でアイデアに凝ったイルミ
ネーションを飾り付けています。
　12月８日に行われた点灯式で
は、各作品の紹介のあとに一斉点灯
が行われ、式の最後には打ち上げ花
火が夜空を彩りました。

「12球団物語」
小田建設㈱、㈲スエワカ、ニッタイコンクリート工業㈱、

㈱山口銀行阿武支店、㈱リング

｢Butterfly de E｣
㈱ナベル山口工場

｢クリスマスツリー｣
郷川を語る仲間たち、阿武建設㈱

｢白雪姫と70人の小人たち｣
みどり保育園、みどり保育園保護者の会、

みどりママの会

｢迎春キジハタくん｣
萩阿武商工会阿武支所、商工会女性部

役
場
福
賀
支
所

梅
田
さ
ん
（
宇
生
賀
中
央
）

教
育
委
員
会

阿武小学校・PTA

役場宇田郷支所 「ゆうパックダンボー」奈古郵便局 ㈲サン美容室

ハンドベル演奏でイベントを盛り上げた
至誠館大学の学生

躍動感あふれる錢太鼓を披露した宇田さくら会

司会の中村さん（右）と
岡村さん(左)

1/3まで第15回

イル
ミネー

ションフェスティバル２０18in阿武町イル
ミネー

ションフェスティバル２０18in阿武町

萩阿武商工会

手作りの

｢

愛
の
ベ
ン
チ
〜
ゆ
め
花
博
バ
ー
ジ
ョ
ン
〜｣

ダ
イ
ニ
ン
グ
カ
フ
ェ
８
４
６

｢みんなの笑顔♥クリスマス
ケーキのトンネル｣
阿武町役場

河村さん（中村）



阿武町農業委員及び
農地利用最適化推進委員を募集します

◎平成３１年度から町税の納期が変わります。
　昭和３０年代より町税の納期については１０期納付（法律に定める特例方式）として扱ってきましたが、平成
３１年度から現在の町単独の電算システムが、運用経費の削減とセキュリティ向上、災害への対応強化等をす
すめるため４市１町での共同利用システムへと切り替わります。これにより町税の納期を４期（法律に定める
標準方式）に、また軽自動車税の納付月を４月から５月へと変更しますのでお知らせします。皆様のご理解と
ご協力をお願いします。
・町県民税　　１０期 （６月から翌年３月まで）を ４期（６月、８月、10月、１月）へ
・固定資産税　１０期 （６月から翌年３月まで）を ４期（５月、７月、12月、２月）へ 
・軽自動車税　４月納期　を　５月納期へ
　町税等の詳細については、平成３１年３月の広報にてお知らせします。

　阿武町及び阿武町農業委員会では農業委員会等に関する法律（昭和26年法律第88号）に基づく、阿武町農業
委員会の委員（以下「委員」という。）及び阿武町農地利用最適化推進委員（以下「推進委員」という。）の任期
が平成31年４月29日に満了することから新たに委員及び推進委員になろうとする人を募集します。
　なお、受付後は、阿武町農業委員等候補者評価委員会により候補者選考が行われ、委員は町長が議会同意を得
て任命を、推進委員については農業委員会が委嘱を行います。
　委員は、推進委員と兼ねることができませんが、重複して応募することはできます。

　　　　　委員及び推進委員になることができない者。つぎのいずれかに該当する人は応募できません。
　　・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
　　・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
・受付期間　平成30年12月25日～平成31年１月31日（木）必着
・提出場所　阿武町農業委員会事務局　〒759-3622　山口県阿武郡阿武町大字奈古２６３６番地
　　　　　　阿武町役場　経済課内　阿武町農業委員会　☎08388-2-3114

農業委員 農地利用最適化推進委員
定　　数 ６人 ６人

任　　期 平成31年４月30日から
新元号4年４月29日まで

農業委員会からの委嘱（平成31年5月の予定）を
受けた日から新元号4年４月29日まで

資　　格

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化
の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌に
属する事項に関しその職務を適切に行うことがで
きる者

農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有す
る者

提出書類
①（推薦の場合）農業委員候補者推薦届及び農業
委員候補者推薦承諾書兼報告書
②（応募の場合)農業委員応募届

①（推薦の場合）農地利用最適化推進委員候補者
推薦届及び農地利用最適化推進委員候補者推薦承
諾書兼報告書
②（応募の場合）農地利用最適化推進委員応募届

公　　表 住所及び電話番号を除き、応募推薦届に記載された事項のすべてが阿武町ホームページによる公表
の対象になります。

業務内容 総会での審議、議案に係る現地調査等
担当地区における現場活動（農地の利用状況調
査、耕作放棄地の発生防止・解消業務、担い手へ
の農地集積業務）等

選任資格

問い合わせ　阿武町役場 住民課 税務係　☎08388-2-0500
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福
賀
婦
人
会
お
せ
ち
料
理
教
室

〜
ア
イ
デ
ア
と
華
や
か
さ
を
プ
ラ
ス
〜

　

福
賀
婦
人
会
に
よ
る
お
せ
ち
料
理
教

室
が
、
宮
久
栄
養
士
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
せ
ち
は
年

始
に
食
べ
る
特
別
な
料
理
で
、
一
品
ご

と
に
様
々
な
意
味
や
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
教
わ
り
な
が
ら
、
調
理

を
進
め
ま
し
た
。
だ
て
巻
き
、
田
作

り
、
酢
蓮
な
ど
の
伝
統
お
せ
ち
に
プ
ラ

ス
し
て
、
お
芋
の
き
ん
ぴ
ら
や
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
な
ど
、

誰
か
ら
も
喜
ば
れ
忘
年
会
な
ど
に
も
使
え
る
レ
シ
ピ
も
教

わ
り
ま
し
た
。
試
食
の
後
に
は
、
全
員
で
か
ま
ぼ
こ
の
飾

り
切
り
に
挑
戦
。
小
ぶ
り
な
ナ
イ
フ
が
無
い
中
、
出
刃
包

丁
で
行
い
悪
戦
苦
闘
の
末
、
何
と
か
形
に
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
料
理
の
意
味
な
ど
を
伝
え
な
が
ら
一
工
夫
さ
れ

た
お
正
月
が
迎
え
ら
れ
る
と
、
気
分
も
華
や
ぎ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

福
賀
昭
和
会
研
修
視
察

〜
良
い
湯
加
減
と
仲
間
が
一
番
〜

　

福
賀
昭
和
会
の
研
修
視
察
が
、
会
員

相
互
の
協
力
に
よ
り
、
12
年
振
り
に
宿

泊
を
伴
い
、
大
分
方
面
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
目
に
鮮
や
か
な
紅
葉
の
中
、
落
ち

葉
の
葉
音
を
聞
き
な
が
ら
安
心
院
の
葡

萄
酒
を
飲
み
、
国
際
色
豊
か
な
観
光
地

と
な
っ
て
い
る
別
府
地
獄
め
ぐ
り
や
宇

佐
八
幡
宮
、
ま
た
豊
後
高
田
の
昭
和
の
町
並
み
で
は
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
温
泉
に
浸
か

り
、
こ
の
力
強
さ
を
福
賀
で
も
生
か
せ
な
い
か
と
思
い
な

が
ら
、
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
観
な
が
ら

感
じ
な
が
ら
、
様
々
な
こ
と
を
言
い
合
え
、
考
え
、
行
動

出
来
る
仲
間
が
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と

改
め
て
思
い
起
こ
さ
せ
る
研
修
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
２
６
回
宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

11
月
15
日（
木
）に
、
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第

１
２
６
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】

★
優　

勝　

杉
村
玉
子（
宇
田
中
央
）

★
準
優
勝　

岩
本
清（
宇
田
中
央
）

★
３　

位　

齊
賀
良
子（
宇
田
浦
）

【
フ
リ
ー
の
部
】

★
優　

勝　

伊
藤
敬
久（
宇
田
中
央
）

★
準
優
勝　

白
石
修
照（
宇
田
中
央
）

★
３　

位　

光
永
哲
男（
山
口
市
）

【
レ
デ
ィ
の
部
】

★
優　

勝　

柳
井
洋
子（
宇
田
中
央
）

★
準
優
勝　

西
村
和
子（
宇
田
中
央
）

★
３　

位　

堀
幸
子（
宇
田
浦
）

今
か
ら
で
き
る
認
知
症
予
防

　

11
月
16
日（
金
）に
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
で
第
５
回
宇
田
郷
寿
齢
大
学
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
阿
武
町
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
河
野
美
恵

子
セ
ン
タ
ー
長
と
、
大
田
恵
理
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

に
来
講
い
た
だ
き
「
今
か
ら

で
き
る
認
知
症
予
防
」
に
つ

い
て
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
義
の
ほ
か
、
利
き
手

と
違
う
手
で
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン

や
、
同
じ
音
を
抜
い
た
言
葉

当
て
ク
イ
ズ
な
ど
、
頭
を
使

う
講
義
と
な
り
、
会
員
一
同

面
白
さ
を
満
喫
さ
れ
た
よ
う

で
し
た
。

ここをこうして早く温泉に浸かりたい

無
角
和
牛
が
お
出
迎
え

奈
古
文
化
展

　

11
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
町
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
奈
古
文
化

展
は
、
写
真
･
習
字
･
俳
句
･
俳

画
･
手
芸
･
染
織
･
生
花
な
ど
大

人
の
生
涯
学
習
作
品
と
、
阿
武
小
児
童
･

阿
武
中
生
徒
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
活
動
や
小
中
学
生
の
様
子

の
画
像
を
テ
レ
ビ
で
流
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
25
日
は
さ
ん
３
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
が
中
止
と
な
り
、
例
年
よ
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
三
日
間
で
お
よ
そ
４
０

０
人
が
作
品
の
鑑
賞

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

来
年
も
文
化
展
を

開
催
し
ま
す
の
で
、

作
品
の
鑑
賞
、
そ
し

て
出
品
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

十
割
そ
ば
は
お
い
し
い
の
ぉ

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
11
月
講
座

　

11
月
26
日
、
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
11
月

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
移
動
教
室
で
萩
市
弥
富
の

「
手
打
ち
そ
ば
体
験
」に
行
き
ま
し
た
。

　

元
弥
富
中
学
校
の
校
舎
で
少
し
寒
い

中
で
、
そ
ば
粉
と
水
だ
け
で
作
る
『
十

割
そ
ば
』
の
そ
ば
打
ち
を
体
験
で
す
。
講

師
の
方
が
３
名
つ
い
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
か
、
学
級
生
全
員
、
上
手
に
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

試
食
と
し
て
、
そ
ば
を
ゆ
で
て
い
た
だ

き
、
み
ん
な
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
３
人
前
分
の
自
分
で
打
っ
た
そ
ば
を

お
土
産
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

阿武中生徒の
モザイクアートと無角和牛

鑑賞中ですレンゲの会の小物

だれが活けたのかなぁ?

おっ！上手いのぉおいしくいただきました

言葉当てクイズ

す　

ば
す

入賞されたみなさん
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●登録の方法及び内容
　①自筆の履歴書（写真添付、資格を有する場合は写しを添付）1通を添えて、本人が役場総務課へ提出してく

ださい。また、過去に登録済の方で、継続登録して４年目になる方は履歴書の提出が必要となります。（３年
以内の方は、履歴書は提出不要ですが、面接は行います。）

　②面接（書類を提出された際に随時面接を行い、雇用登録申出書に記名・押印をいただきます。）
　③申請者は臨時職員等登録者名簿に登載し登録します。この名簿は、原則として１年間有効です。（2019年４月
１日～2020年３月31日）

　④雇用に当たっては、臨時職員等登録者名簿の中から担当課等が必要に応じて雇用者を決定し、勤務内容等の
詳細については担当課から直接連絡します。

　※保育士、保健師、看護師等の資格免許を必要とする職種以外で、60歳を超えた方の常勤登録については制限
する場合があります。

●賃金等　雇用者の賃金は、阿武町雇用賃金表に定める基準に従い支給します。また、通勤手当については、阿
武町給与条例に定める基準に従い支給します。

　　　　　※常勤臨時は、社会保険、厚生年金、雇用保険及び労働保険に加入します。
●受付期間・受付場所　平成31年１月18日（金）までに役場総務課へ持参願います。
●問い合わせ    阿武町役場 総務課行政係　☎０８３８８－２－３１１０

16

2019年度の町臨時職員等の登録者を募集
平成31年1月18日（金）まで

一 般 事 務
補　助　員

雑　務　員

保　育　園
給　食　員
学 校 給 食
給　食　員

給　食　員

児童クラブ
指　導　員

マイクロバス
運　転　手

介 護 支 援
専　門　員
（ケアマネージャー）

登録職種

公　用　車
運　転　手

随時の送迎を必要と
する日及び時間
随時の送迎を必要と
する日及び時間

町内及び
町外の運転
町内及び
町外の運転

パソコン操作
ができる人

有資格者

有資格者

有資格者

調理ができる人

資格・経験
を有する者

教員資格を
有する人

平日14:00～18:00
土曜日及び祝日
8:30～18:00
夏、冬及び春休み
（日曜日は除く）
8:30～18:00

大型免許を
有している人

資　格　等

役場本庁
各支所
教育委員会

役場民生課

役場民生課

みどり保育園

学校給食センター

みどり保育園
学校給食センター

役場本庁
または各支所

こども館
（体育センター内）
みどり保育園
福賀分園

勤 務 場 所

11,000円

9,000円

6,500円

常勤7,800円
パート7,100円

7,100円

常勤6,900円
パート6,400円

賃　　金勤　　務　　種　　別
常勤臨時 日　給 時　給パート臨時

普通免許を
有している人

8:30～17:15
15日以上／月

8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日
8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日
8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日

8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日
特 別 支 援
学 級 学 習
支　援　員

小・中学校月～金曜日
8:05～12:05

8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日
（変則勤務有り）

保　健　師
看　護　師

有資格者 8:30～17:15
15日以上／月

みどり保育園
（分園含む）

常勤7,800円
パート7,100円

1,419円

1,161円

839円

常勤1,006円
パート0916円

916円

常勤6,600円
パート6,400円

常勤0852円
パート0826円

常勤0890円
パート0826円

6,300円 813円

813円

916円

1,006円

常勤1,006円
パート0916円

8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日
保 育 士 有資格者 8:30～17:15

15日以上／月

8:30～17:15
15日以上／月

町では、次のとおり2019年度の臨時職員等の登録者を募集します。

児童クラブ
補　助　員

児童の教育に
熱意のある人 813円
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♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

健康習慣⑨

みんなで実践！

問い合わせ　役場民生課　☎2－3113

インフルエンザを防ごう！

感染

インフルエンザが流行しやすい時期になりました。
インフルエンザにかからないように日頃から予防を
心がけましょう！

インフルエンザウイルスに感染すると…

インフルエンザウイルスの感染を防ぐポイント

約１～３日 発症 約１～３日 軽快約１週間

●38℃以上の高熱
●関節痛、筋肉痛、頭痛
●全身倦怠感、食欲不振
…などの全身症状

●咳
●喉の痛み
●鼻水
…などの呼吸器症状

　インフルエンザにかかった場合は、解熱後
最低2日間は外出を控えるようにしましょう。
　医療機関を受診する場合は、先に連絡をし
てから受診するようにしましょう。

手洗いの方法

流水でよく手をぬらした後、
石けんをよく泡立てて、手の
ひらをよくこすります。

せきエチケット
　咳・くしゃみの際には、ティッシュなど
で口と鼻を押さえ、周りの人から顔をそむ
けましょう。
　使用後のティッシュは、すぐにフタ付き
のゴミ箱に捨てましょう。
　症状のある人は、マスクを着用し、感染
防止に努めましょう。

〈マスクの着用方法〉

〈マスクの正しい捨て方〉
　マスクを外すときは、マスクの表面に触
れないように、紐の部分を持って外します。
　ビニール袋に入れて密封して破棄する
か、フタ付きのゴミ箱に捨てます。

手の甲をのばすように
こすります。

指先・爪の間を念入り
にこすります。

指の間を洗います。

親指と手のひらをねじり洗い
します。

インフルエンザを予防するにはアルコール消毒が効果
的です。手を乾かしてからよくすり込みましょう。

手首も忘れずに洗います。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、
清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き
取って乾かします。

症状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状

インフルエンザ
ウイルス

手洗いの
前に

・爪は短く切っておきましょう
・時計や指輪は外しておきましょう
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11
月
24
日（
土
）の
深
夜
2
時

頃
、
奈
古
地
区
美
浜
の
住
宅
で
火

災
が
発
生
。
空
き
家
２
棟
を
含
む

計
６
棟
が
全
焼
、
２
棟
が
一
部
類

焼
し
ま
し
た
。
消
防
団
や
消
防
団

協
力
隊
な
ど
の
尽
力
も
あ
り
、
お

よ
そ
３
時
間
後
に
火
は
消
し

止
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
２
人

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
罹
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

火
災
か
ら
命
を
守
る

　
　
　
　
　

火
災
警
報
器

　

平
成
16
年
の
消
防
法
改
正

で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
未
設
置
の
家
庭
は
こ
れ

を
機
会
に
設
置
を
、
ま
た
、

設
置
済
み
の
場
合
も
機
器
が

適
切
に
機
能
す
る
た
め
に
は

維
持
管
理
が
重
要
で
す
。
動

力
と
な
る
電
池
の
寿
命
は
約

10
年
な
の
で
、
定
期
的
に
作

動
確
認
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

　

年
末
に
向
け
て
ス
ト
ー
ブ
な
ど

火
を
使
う
こ
と
も
ま
す
ま
す
増
え

て
い
き
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

万
一
に
備
え
消
火
器
の
設
置
及
び

場
所
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　平成28年２月に大寒波があり、空き家や普段誰もいないお家でも凍結による水道管の漏水が多
発しました。
　寒い季節となって来ましたのでお家の水道管の凍結対策と近隣の空き家や普段誰もいないお家へ
の注意喚起をお願い致します。空き家で
異常に気づいたらご一報ください。

■屋外の水栓の保温
　むき出しになっている水道管は、発砲
スチロール製などの保温材で保温してく
ださい。

■メーターの保温
　メーターボックス（量水器）のフタが
鉄製の場合は、発砲スチロールなどの保
温材を入れましょう。

■もし凍結してしまったら･･･
　凍結時は、水栓にタオルなどの布を巻
いて、徐々にお湯をかけて溶かしてくだ
さい。

■問い合わせ
　阿武町役場施設課　☎2ー3112

水道管の凍結注意！！

奈
古
地
区
美
浜
で
住
宅
火
災
が
発
生

空
き
家
２
棟
を
含
む
計
６
棟
が
全
焼



エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る「
エ
コ
の
日
で
す
」。　

12
月
は
、「
暖
房
の
設
定
温
度
が
低
め
で
も
、鍋
料
理
で
か
ら
だ
も
部
屋
も
ぽ
か
ぽ
か
に
」

19

酒
蔵
で
見
た
こ
だ
わ
り
の
産
物

 

一
年
前
の
こ
と
。
ジ
オ
パ
ー
ク

の
講
座
で
、
奈
古
の
阿
武
の
鶴
酒

造
さ
ん
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
の

中
に
は
、
現
代
の
大
き
な
機
械
も

鎮
座
し
て
い
た
が
、
不
思
議
と
違

和
感
は
な
か
っ
た
。
今
も
昔
も
、

酒
造
り
に
向
き
合
う
姿
勢
は
変
わ

ら
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

　

お
話
を
聞
く
中
で
、
改
め
て
日

本
酒
は
こ
だ
わ
り
の
産
物
で
あ
る

と
感
じ
た
。
ど
の
材
料
を
選
ぶ
に

も
必
ず
理
由
が
あ
る
。
日
本
酒

は
、
米
を
発
酵
さ
せ
る
こ
と
で
で

き
る
。
麹
や
酵
母
の
力
で
米
の
中

の
糖
を
ア
ル
コ
ー
ル
や
酸
に
分
解

す
る
の
だ
。
そ
の
作
業
を
す
る
酵

母
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
、
水
の
中

に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
だ
。

ミ
ネ
ラ
ル
が
多
い
水
、
つ
ま
り
硬

水
だ
と
発
酵
は
早
く
進
み
、
逆
に

軟
水
だ
と
ゆ
っ
く
り
と
進
む
。
水

は
日
本
酒
づ
く
り
の
中
で
最
も
重

要
な
材
料
の
一
つ
な
の
だ
。

　

技
術
が
今
ほ
ど
発
達
し
て
い
な

い
古
い
時
代
に
は
、
酵
母
が
働
き

や
す
い
比
較
的
硬
度
の
高
い
水
が

湧
く
地
域
が
名
酒
の
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
今
で
は
、

軟
ら
か
い
水
を
使
っ
て
、
そ
の
分

人
が
多
く
の
手
間
を
掛
け
る
こ
と

で
、
よ
り
繊
細
な
味
の
日
本
酒
が

生
ま
れ
て
い
る
。

軟
水
を
生
む
日
本
の
地
形

　

日
本
の
水
の
ほ
と
ん
ど
は
軟
水

で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
日
本
の
地

形
や
地
質
に
あ
る
。
水
は
、
雨
が

大
地
を
流
れ
下
る
過
程
で
、
岩
石

中
か
ら
溶
け
出
す
成
分
を
含
ん
で

い
く
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
塊
で
あ
る
石
灰
岩

で
で
き
た
地
域
が
多
い
。
さ
ら
に

水源の井戸を説明する
三好隆太郎さん(阿武の鶴酒造)

酒蔵で新酒の試飲

ほ
と
ん
ど
平
坦
で
な
だ
ら
か
な
た

め
に
、
川
は
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を

か
け
て
長
距
離
を
流
れ
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
水
の
中
に
は
大
量
の

カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
込
み
、
硬
水

と
な
る
。

　

一
方
の
日
本
は
、
火
山
大
国
で

あ
り
石
灰
岩
の
よ
う
な
堆
積
岩
は

少
な
い
。
そ
し
て
、
滝
と
表
現
さ

れ
る
ほ
ど
に
、
川
は
急
峻
な
地
形

を
一
気
に
流
れ
下
る
。
そ
の
た

め
、
水
の
中
に
は
ほ
と
ん
ど
ミ
ネ

ラ
ル
が
溶
け
込
ま
ず
軟
水
と
な

る
。
世
界
に
誇
る
日
本
酒
は
、
火

山
大
国
で
あ
り
、
急
峻
な
地
形
を

有
す
る
日
本
だ
か
ら
こ
そ
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
た
も
の
な
の
だ
。

良
い
水
と
モ
ド
ロ
岬
の
関
係

　

阿
武
の
鶴
酒
造
の
水
も
、
き
れ

い
に
澄
ん
だ
軟
水
だ
っ
た
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
、
こ
の
周
辺
地
域
は

ほ
と
ん
ど
が
火
山
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
大
地
だ
。
も
っ
と
言
え

ば
、
中
国
地
方
の
大
部
分
が
、
火

山
か
ら
の
噴
出
物
や
地
下
の
マ
グ

マ
が
冷
え
固
ま
っ
た
岩
石
（
花
崗

岩
な
ど
）
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　

中
国
地
方
に
火
山
の
印
象
は
あ

ま
り
な
い
が
、
実
は
1
億
年
〜
数

千
万
年
遡
る
と
、
超
巨
大
火
山
が

い
た
る
と
こ
ろ
で
大
噴
火
を
起
こ

し
て
い
た
の
だ
。
直
径
が
10
〜
数

十
㎞
も
あ
る
巨
大
火
山
の
痕
跡
が

多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
。
以
前
に

紹
介
し
た
モ
ド
ロ
岬
も
、
そ
の
痕

跡
の
一
つ
だ
。
中
国
地
方
も
ま

た
、
火
山
の
お
か
げ
で
美
味
し
い

日
本
酒
を
つ
く
る
の
に
は
良
い
水

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
。

大
地
の
恵
み
と
人
の
繊
細
さ
で
究

極
の
味

　

し
か
し
そ
れ
は
、
必
要
条
件
に

過
ぎ
な
い
。
実
際
に
現
場
を
見
学

し
、
携
わ
る
人
の
話
を
聞
く
と
、

酒
造
り
に
向
き
合
う
人
々
の
努
力

や
苦
労
は
並
々
な
ら
な
い
も
の

だ
っ
た
。
同
じ
材
料
を
使
っ
て

も
、
温
度
や
時
間
な
ど
の
条
件
、

か
け
る
手
間
に
よ
っ
て
味
が
ガ

ラ
ッ
と
変
わ
る
。
日
本
酒
は
、
日

本
の
大
地
が
生
み
出
し
た
良
い
水

や
米
と
、
日
本
人
の
繊
細
で
実
直

に
そ
れ
と
向
き
合
う
姿
勢
が
あ
る

か
ら
こ
そ
生
み
出
さ
れ
る
、
究
極

の
産
物
で
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会

ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員　

白
井
孝
明

ジ
オ
パークコ
ラ
ム

 
〝
マ
グ
マ
と
日
本
酒
〞

　

12
月
１
日
阿
武
町
の

う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
で
阿

武
町
農
村
青
年
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
15
人
が
参

加
し
て
町
長
と
の
カ

ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
福
賀
地
区

の
発
展
の
た
め
に
行
政
は
何
を
手

助
け
す
れ
ば
良
い
か
、
忌
憚
の
な

い
意
見
を
伺
い
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

３
班
に
分
か
れ
、
こ
れ
か
ら
の

福
賀
地
区
が
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い

か
、
携
帯
の
不
感
解
消
、
冬
場
の

仕
事
、
地
域
交
通
、
地
域
の
活
力

創
出
、
ま
た
、
む
つ
み
演
習
場
へ

の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
配
備

計
画
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

これからの福賀地区を考える
町長と農村青年協議会がカジュアルトーク

き　

た
ん

膝をつき合わせて話し合い
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★免除期間★
　出産予定日または出産日が属する月の前月から４ヵ月間の国民年金保険料が免除されます。
　なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の３ヵ月前から６ヵ月間の国民年金
保険料が免除されます。
　※出産とは、妊娠85日（４ヵ月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます。）

★対 象 者★　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成31年２月１日以降の方
★届出時期★　出産予定日の６ヵ月前から届出可能です。
　　　　　　　　※ただし、届出ができるのは平成31年４月からです。（施行日：平成31年４月１日）
■問い合わせ　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８ｰ２４ｰ２１５８
　　　　　　　役場住民課住民係　　　　　☎２ｰ０５００
　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

年金のたより平成31年４月から産前産後期間の
国民年金保険料が免除となります！

　阿武町では、住民票の写し等の不正請求や不正取得による個人の権利の侵害を防ぐため、住民票の写
し等を本人の代理人や第三者に交付した時に、事前に登録した方に交付したことをお知らせする「本人
通知制度」を実施しています。 
　みなさんがより登録しやすい制度となるよう、12月１日から 、下記のとおり登録申請方法等を改
正しましたのでお知らせします。
　大切な個人情報を守るため、本人通知制度をご活用ください。

「本人通知制度」の一部を改正しました
“登録期間の廃止”“申請書一枚で家族複数人登録可能”

（→月）

※　　：保険料の免除期間
▲出産（予定）日の月

多胎児の場合

単胎児の場合

■問い合わせ　役場住民課住民係　☎２－０５００

登
録
期
間

登
録
申
請

３年間
登録した翌日から３年を経過した日の
属する１２月３１日まで
※再申請の手続きが必要

家族の登録において、申込者以外が申請
する場合は委任状が必要
※一人につき一枚の申請書

無期限
既に登録している方も一部改正が適用
され 、無期限となる
※再申請の手続き不要

申込者の家族は、その申請書に氏名等を
自署することにより、委任状なしで登録
・変更・廃止の申請が可能
※家族（同一世帯・同一戸籍）につき一
枚の申請書

改正前 改正後
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思
い
や
る　

気
持
ち
が
歩
幅　

合
わ
せ
て
る

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

今年度、最後！
集団健診のお知らせ

日 に ち：平成31年1月15日（火）
受付時間：午前7時30分～9時
実施場所：阿武町町民センター（奈古）
健診項目：○国保加入者の特定健診
　　　　　○後期高齢者医療保険加入者の健康診査
　　　　　○協会けんぽ被扶養者の特定健診
　　　　　○若者健診（国保20～39歳・国保外35～39歳）
検査内容：身体測定・尿検査・血圧測定・診察・血液検査 等

※今回の集団健診では、がん検診は同日実施しておりません。
希望される場合は医療機関で受診してください。

まだ受けていない
方！

ぜひお越しください

けいすけ

12月生まれ

上
村　

慶
介
ち
ゃ
ん（
浜
の
二
）

平
成
29
年
12
月
28
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
一
仁
さ
ん
・（
マ
マ
）
萌
那
さ
ん

　

は
じ
め
ま
し
て
。
上
村
け
い
す

け
で
す
。
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き

で
、
好
き
な
食
べ
も
の
は
バ
ナ
ナ

で
す
。
近
所
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
手
を
振
っ
て
あ

い
さ
つ
す
る
よ
。
見
か
け
た
ら
声

を
か
け
て
ね
。

け
い
す
け

1年に1度、健診を受けること
で自分で気付けない体の異常や
変化を早期に発見す
ることができます。
身近な場所で受けら
れる集団健診をぜひ
ご利用ください。

※医療機関で受ける個別健診は 
平成31年1月31日（木）まで
実施していますので、希望す
る医療機関へ直接、お申し込
みください。

【問い合わせ】役場民生課保健師　☎2-3113

ら
ひ

　

11
月
16
日（
金
）に
、
第
29
回
山
口
県
造
形
教
育
研

究
大
会
中
部
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
絵
画
な
ど
表
現
活
動
の
一
つ
で
あ
る
造

形
教
育
に
お
け
る
学
び
の
意
味
を
再
考
し
、
子
ど
も

達
が
何
の
た
め
に
学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
な
ど
、
実
践
を
通
し
た
研

修
で
深
め
る
も
の
で
す
。

　

み
ど
り
保
育
園
本
園
で
公
開
保
育
が
行
わ
れ
た
の

ち
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加

さ
れ
た
他
市
町
の
保
育
士
か
ら
は
「
園
全
体
の
取
り

組
み
に
柱
が
あ
り
、
一
丸
と
な
っ
て
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
」「
下
の
子
が
上
の
子
へ
憧
れ
を
抱
き
、

保
育
士
と
の
信
頼
関
係
も
感
じ
る
」
な
ど
、
み
ど
り

保
育
園
で
の
様
子
に
と
て
も
感
心
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

公開保育の様子

未来を拓く造形維新
第29回山口県造形教育
研究大会中部大会

未来を拓く造形維新
第29回山口県造形教育
研究大会中部大会
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１
月
19
日
・
20
日
に
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

至
誠
館
大
学
試
験
場
へ
の
自
動

車
・
バ
イ
ク
等
で
の
乗
り
入
れ
や

送
迎
の
た
め
の
入
り
口
付
近
の
駐

停
車
は
、
試
験
の
実
施
に
支
障
を

き
た
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
全
面
禁
止
で
す
。
臨
時
路
線

バ
ス
（
防
長
交
通
）
を
運
行
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
運
賃
（
片
道
）　

東
萩
駅
〜
２

９
０
円
【
時
刻
表
に
つ
い
て
は

至
誠
館
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.shiseikan.ac.

　

jp/

】

▼
問
い
合
わ
せ

　

至
誠
館
大
学
学
務
課
入
試
係

　

☎
０
８
３
８
―
24
―
４
０
１
２

　

国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い

て
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要

望
を
お
聞
き
し
て
国
有
林
野
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

▼
任
期　

平
成
31
年
４
月
１
日
〜

２
０
２
０
年
３
月
31
日

▼
対
象　

山
口
県
内
に
お
住
ま
い

で
、
森
林
・
林
業
及
び
国
有
林

お し ら せお し ら せ

（郡）齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）萩市弥富診療センター 弥　富 08387-8-2311
（郡）萩市須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863

休日当番医

緊急の場合は１１９番
萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。
☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

12/23㊐
12/24㊊
12/30㊐
12/31㊊
 1 / 1㊋
 1 / 2㊌
 1 / 3㊍
 1 / 6㊐
 1 /13㊐
 1 /14㊊
 1 /20㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

至
誠
館
大
学
で
の

セ
ン
タ
ー
試
験
に
つ
い
て

平
成
31
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

お
知
ら
せ

温
度
差
を　

埋
め
る
男
女
の　

思
い
や
り

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

に
関
心
の
あ
る
成
人
の
方
。
た

だ
し
、
国
会
及
び
地
方
議
会
の

議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、

常
勤
の
国
家
公
務
員
、
平
成
28

年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
３

年
間
連
続
し
て
国
有
林
モ
ニ
タ

ー
に
な
ら
れ
た
方
は
除
き
ま

す
。

▼
応
募
締
切　

平
成
31
年
１
月
31

日（
木
）

▼
定
員　

10
人

▼
詳
細　

募
集
の
詳
細
は
、
近
畿

中
国
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
近
畿

中
国
森
林
管
理
局　

国
有
林
モ

ニ
タ
ー
」
で
検
索

▼
問
い
合
わ
せ　

近
畿
中
国
森
林

管
理
局　

企
画
調
整
課　

林
政

推
進
係　

☎
０
６
―
６
８
８
１

―
３
４
０
６　

ま
で

　健康増進・運動習慣定着を目的とした「阿武町ハッピーマイレージ」の今年度分が終了。
参加者数５３８人、１０代から７０代の幅広い年齢層の方にご参加いただきました。阿武町の特
産品がもらえるＷチャンス（１５０ポイント）達成者は、なんと２３３人！みなさんの継続し
た頑張りは本当にすばらしいですね。その中から抽選で６人の方に特産品（Ａコース：無角
和牛ステーキ肉、Ｂコース：洋菓子とブランド品の詰め合わせ、Ｃコース：カニと鮮魚）を
贈呈しました。おめでとうございます！
　また、来年度もたくさんの方のご参加をお待ちしています。

小松京子さん
（ナベル勤務）

小野達男さん
（奈古）

河原圭子さん
（奈古）

池田普子さん
（奈古）

柳井恵子さん
（宇田）

原田純代さん
（奈古）

たくさんのご参加
ありがとう
ございました
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女
と
男
の
一
行
詩

育
休
を　

パ
パ
と
シ
ェ
ア
し
て　

仕
事
す
る

ひ
と

ひ
と

日 曜 行　　　事　　　予　　　定
2
4
5
8
9

10

11

12

13

15

16

18

19

20

21

23

24

25

26
27

28

31

水
金
土
火
水

木

金

土

日

火

水

金

土

日

月

水

木

金

土
日

月

木

1月
阿武町の人口と世帯数 （11月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,229（ 2 ）

　558（－1 ）

536（－3 ）

3,323（－2 ）

1,030（－1 ）

　269（ 0 ）

　285（－2 ）

1,584（－3 ）

転入　3

転出　2

出生　2

死亡　5

11月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

96
（107）
5
（8）

8
（3）
0
（0）

1
（2）
0
（0）

0
（0）

8
（4）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

阿武町成人式　10:00【町民センター多目的ホール】
地域おこし協力隊委嘱状交付式　10:00【役場２階】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　13:30【福賀グラウンドゴルフ場】
女団連宇田郷地区役員会　9:00【ふれあいセンター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
身体測定　11:00【みどり保育園】
阿武町消防出初式　9:45【文化ホール】
空き家セミナー＆何でも相談会　13:30【阿武町暮らし支援センター】
奈古グラウンドゴルフ　9:00【阿武小グラウンド】
集団健診　7:30【町民センター】
心配ごと相談　9:00【町民センター】
女団連福賀地区役員会　9:30【のうそんセンター】
一般介護予防事業講演会　10:00【町民センター】
宇田郷寿齢大学　初集会　10:00【ふれあいセンター】
女団連奈古地区役員会　9:00【阿武町暮らし支援センター】
誕生会　11:00【みどり保育園】
介護家族のおしゃべり勉強会　13:30【浦野さん宅】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
もちつき大会　9:00【みどり保育園（本園）】
21世紀の暮らし方研究所全体会　13:30【阿武町暮らし支援センター】
福賀新春ボウリング大会　14:00【ユーズボウル萩】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
女団連消団連合同役員会　13:30【役場大会議室】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
福賀地区新春懇話会・新年互礼会　10:30【のうそんセンター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
平成31年阿武町新春懇話会　15:00【町民センター】
教育講演会（ママの会）
福賀ステップ運動教室　13:30【のうせんセンター】
第３回関西・東海ふるさと阿武町会　13:00【大阪】
宇田郷地区新春の集い　14:00【ふれあいセンター】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
交通安全指導・避難訓練　11:00【みどり保育園】
ひよこクラブ　9:30【ほっとハウスみどり】

賃　　金 業　　種会　社　名
176,000円～
143,000円～
174,800円～
208,050円～
170,000円～

150,000円～

157,976円

160,000円～

400,000円～

看護職員
介護職員
普通作業員
林業作業員
養豚飼育管理員
工場内作業員
（夜間）
バイク配達
（奈古）

接客及び調理補助
（ダイニング
カフェ８４６）
薬剤師

社会福祉法人阿武福祉会
特別養護老人ホーム恵寿苑
小田建設　株式会社
有限会社　吉岡土建
有限会社　鹿野ファーム

株式会社　リング

日本郵便株式会社
山口中央郵便局（郵便事業）

株式会社　八代峰月堂
（ポ・ヤシロ）

株式会社　くぼた薬局

賃　　金 業　　種会　社　名
時給810円
時給850円
時給810円～

時給805円

一般事務
食品加工（鮮魚）

販売員
レジ係
惣菜の製造

道の駅阿武町
（あぶクリエイション）

株式会社　丸久
サンマート奈古店

町内の求人情報12月分 12月7日現在
（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

〈１月の寄附者〉

【３万円】杉本　和子さん（兵庫県）

〈７月の寄附者〉

【２万円】窪田　末男さん（兵庫県）

※本人の了承を得たもののみ掲載しています。

ふるさと納税（寄附金）
ありがとうございます



［材料（４人分）］
えび ８０ｇ
玉ねぎ ６０ｇ
人参 ４０ｇ
キャベツ ６０ｇ
じゃが芋 １２０ｇ
ほうれん草 ４０ｇ
［作り方］
① 
えびは背わたを取
り、さっと洗って大
きいものは２センチ
ぐらいの長さに切っておく。
② 玉ねぎ、人参、キャベツ、じゃが芋は２センチ角
に切る。ほうれん草はさっと茹でてから２センチ
の長さに切っておく。
③ 鍋に油を熱して、えびをさっと炒めてからじゃが
芋、人参、玉ねぎを入れてさらに炒める。鍋に分
量の水を入れて沸騰したらあくを取り、キャベツ
とチキンスープの素を入れて野菜がやわらかくな
るまで煮る。
④ ③の鍋にカレールウを溶かして味付けして、器に
盛り、上からほうれん草をのせる。

※お好みの野菜を組み合わせてやわらかく煮込ん
で。少し煮くずれるくらいがおいしい！
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落
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句
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潮
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次回定例会は１月２８日（月）１９：００～
町民センター 講座室です

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

●コメント：今年の１１月１８日に撮影した１枚で
す。高校祭で生徒達の力作と聞き、作品を見て感動
したので許可をいただき撮影しました。

●コメント：阿武町の海岸に咲いているスナビキ草
へ、旅する蝶のアサギマダラが５月２６日に訪れた
瞬間です。阿武町が「蝶の駅」です。２年連続であ
り、これで春と秋の季節で、観測をすることができ
ます。

会員作品紹介

私 の 一 品

タ
イ
ト
ル

「
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

　
　
　
　

ＩＮ
奈
古
分
校
」

出
羽　

清
文
（
西
の
一
）

タ
イ
ト
ル

「
阿
武
町
に
北
上
す
る

　
　
　

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」

清
水　

教
昭
（
宇
田
浦
）

「旬の野菜たっぷりおすすめレシピ！」より

カレースープ

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

冬季ふれあいキッチンより

カレールウ（辛口） ２０ｇ
チキンスープの素
 小さじ１
油 小さじ１
水 ３カップ
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